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鍵
温室効果ガスゼロヘの課題 2050年までに国内の温室効果ガス排出量を

実質ゼロとする目標の達成に向け、政府は20

年l2月、洋上風力や水素など重点14分野から

なる「グリーン成長戦略」と実行計画を発表
した。30年代半ばに乗用車の新車販売を全て

電動車（ハイブリッド車を含む）にしたり、

火力発電の燃料などに使う水素を50年に2000

万ﾄﾝ導入したりする目標が柱。こうした脱炭

素技術の開発に取り組む企業を支援する2兆
円の基金を用意する方針も示した。

杉森務
経団連副会長・環境安全委員長

「
脱
炭
素
」
支
援
に
２
兆
円

蕊
技
術
革
新
を
国
家
戦
略
に

二酸化炭素(CO2)など温室効果ガスについて、菅義偉首相は

実際の排出量から森林の吸収分を差し引くなどして、2050年までに

排出を実質ゼロにすると宣言した。太陽光、風力発電といった再生

可能エネルギーの拡大や火力発電の削減など、宣言を実現させるに
は課題が多い。あと30年かけて、何をどうすべきなのか。

すぎもり・つとむ

1955年生まれ。79年

旧日本石油に入社し、
2018年6月からJXT
Gホールディングス

(HD)社長、20年6
月からENEOSHD

会長。業界団体の石油
連盟会長も務める。

＝内藤絵美撮影

篭ー

震

鯉
貢．

日
本
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
、
米
次

期
政
権
、
カ
ナ
ダ
、
輔
国
な
ど
、
技
術

や
社
会
の
革
新
を
リ
ー
ド
す
る
先
進
国

が
相
次
い
で
「
２
０
５
０
年
実
質
ゼ
ロ

目
標
」
を
掲
げ
た
こ
と
は
、
世
界
各
国

の
行
政
や
企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
が

そ
の
具
体
化
に
向
け
て
走
り
出
す
「
号

砲
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。
で

は
今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
な
政

策
や
行
動
が
必
要
な
の
か
。

ま
ず
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
綺
の

９
割
を
占
め
る
化
石
燃
料
を
、
釦
年
ま

で
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
霊
）
を
排
出
し
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
踵
き
換
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
大

部
分
は
、
Ｃ
Ｏ
亀
を
排
出
し
な
い
呑

口
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
」
に
よ
る
電
力

供
給
と
、
動
力
や
熱
に
化
石
燃
料
を
用

い
て
い
る
分
野
の
電
化
、
そ
し
て
、
電

力
を
利
用
す
る
側
の
効
率
向
上
の
組
み

合
わ
せ
で
達
成
さ
れ
る
。

ゼ
ロ
エ
ミ
電
源
に
は
、
太
陽
光
や
陸

上
・
洋
上
風
力
、
水
力
、
地
熱
な
ど
の

再
エ
ネ
と
、
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
方

法
で
製
造
し
た
水
素
発
電
、
原
発
が
含

ま
れ
る
。
現
在
、
日
本
の
ゼ
ロ
エ
ミ
電

源
は
発
趨
聴
力
通
の
約
加
勿
を
占
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
加
年
に
“
〃

ま
で
高
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
別
年
に
１
０
０
勿
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

電
化
の
最
大
の
対
象
は
軍
だ
。
現
在

は
乗
用
車
や
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
の
大
半

白石賢司
、

「
カ
ー
ボ
ン
一
豆
－
ト
ラ
ル
宣
言
」

勇
馴

は
世
界
の
趨
勢
で
あ
り
、
地
球
温
暖

化
を
放
腫
す
れ
ば
大
変
な
事
態
に
な

る
と
い
う
危
織
感
の
表
れ
だ
。
日
本

の
立
ち
位
櫃
庵
明
確
に
し
、
気
候
変

動
問
題
に
真
拳
に
取
り
組
む
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
国
内
外
に
示
す
意
味

で
、
英
断
で
あ
り
、
高
く
評
価
し
た

い
。し

か
し
、
数
値
目
標
だ
け
で
物
事

は
動
か
な
い
。
宣
言
を
踏
ま
え
、
国

と
し
て
ど
こ
に
力
を
入
れ
、
ど
こ
を

伸
ば
し
て
い
く
か
と
い
う
股
計
図
が

必
要
だ
。

昨
年
末
、
政
府
が
グ
リ
ー
ン
成
長

紬ﾘﾌｫﾙﾆｱ大ｰｸﾘｰ瓶銅鴬･証ｴﾈﾙｰ砿獅噸

しらいし．けんじ

1979年生まれ。愛媛
県出身。東京大大学院

修了。2004年に環境省

に入省し、地球温暖化
対策謀市場メカニズム

室長補佐などを務め
た。専門はエネルギー

環境政策。
｢ゼロエミ｣促す制度早く戦

略
を
策
定
し
た
が
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は
極
め
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
繰
題
で
あ
り
、

今
の
技
術
の
延
長
線
で
は
達
成
で
き

な
い
。
趣
は
、
革
新
的
な
技
術
を
い

か
に
創
出
し
、
普
及
さ
せ
る
か
。
価

格
が
高
け
れ
ば
消
費
者
に
選
ば
れ
な

い
た
め
、
低
コ
ス
ト
化
の
技
術
も
重

要
だ
。
こ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
技
術
革
新
）
を
国
家
戦
略
に
位
置

づ
け
て
ほ
し
い
。

技
術
開
発
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

だ
。
企
業
や
研
究
機
関
は
、
も
の
に

な
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
中
で
間

口
を
広
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
を
行

が
化
石
燃
料
を
使
っ
て
い
る
が
、
ゼ
ロ

エ
ミ
電
源
や
そ
れ
で
製
造
し
た
水
素
を

動
力
と
す
る
ゼ
ロ
エ
ミ
車
（
電
気
自
動

車
と
燃
料
電
池
自
動
車
）
で
置
き
換
え

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
住
宅
や

ビ
ル
に
お
け
る
ガ
ス
や
灯
油
な
ど
の
利

用
も
電
化
、
ま
た
は
水
素
で
代
替
す
る

必
要
が
あ
る
。
冷
暖
房
や
給
湯
な
ど
の

熱
に
関
す
る
分
野
は
、
と
り
わ
け
機
器

や
建
築
物
の
性
能
規
制
に
よ
る
省
エ
ネ

が
期
待
さ
れ
る
分
野
だ
。

こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
必
要

な
技
術
の
多
く
は
既
に
、
市
場
に
存
在

す
る
。
経
済
的
な
課
題
は
あ
る
が
、
世

界
各
国
の
企
業
や
大
学
、
研
究
機
関
な

ど
が
毎
年
巨
額
の
童
金
を
投
じ
て
研
究

開
発
や
大
屋
生
産
を
し
、
技
術
革
新
が

進
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
太
陽
光
発

電
や
風
力
発
趣
は
こ
の
岨
年
間
で
価
格

が
そ
れ
ぞ
れ
８
割
、
６
割
ず
つ
低
下
し
、

世
界
の
多
く
の
地
域
で
最
も
安
い
電
源

と
な
っ
た
。
再
エ
ネ
の
導
入
や
電
気
自

動
車
の
鍵
と
な
る
蓄
電
池
の
価
格
も
、

こ
の
ｎ
年
間
で
８
割
以
上
低
下
し
た
。

釦
年
代
に
は
、
諏
気
自
動
車
が
ガ
ソ
リ

ン
車
よ
り
も
安
く
な
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。
ク
リ
ー
ン
技
術
の
価
格
低
下
傾

向
を
踏
ま
え
「
釦
年
の
先
進
国
の
実
践

ゼ
ロ
目
標
は
経
済
的
に
達
成
可
能
で
あ

る
」
と
す
る
研
究
も
増
え
て
い
る
。

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
羽
年
以

降
に
購
入
す
る
公
共
バ
ス
を
ゼ
ロ
エ
ミ

車
に
限
定
し
、
乗
用
車
に
つ
い
て
も
新

車
販
売
に
占
め
る
ゼ
ロ
エ
ミ
車
の
割
合

を
、
妬
年
の
塑
勿
か
ら
弱
年
に
１
０
０

％
ま
で
高
め
る
よ
う
、
自
動
車
会
社
に

義
務
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
供
給
趣
力

に
占
め
る
再
エ
ネ
の
割
合
を
加
年
に
帥

勿
、
さ
ら
に
、
ゼ
ロ
エ
ミ
電
源
の
割
合

を
妬
年
に
１
０
０
％
と
す
る
よ
う
電
力

会
社
に
義
務
付
け
る
。

卵
年
は
遠
い
先
の
未
来
で
は
な
い
。

速
や
か
に
政
府
が
時
間
軸
を
描
き
、
自

治
体
や
企
業
、
家
庭
が
ゼ
ロ
エ
ミ
の
施

股や股備を選択するよう促す制度を導入する必要がある。経済的な

補
助
、
性
能
規
制
、
璽
窪
歪
な
ど
の

政
策
を
、
緊
急
性
や
国
民
負
担
な
ど
に

応
じ
て
選
択
し
、
実
施
す
る
こ
と
で
円

滑
な
移
行
が
進
む
だ
ろ
う
。
（
寄
稿
）

っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
は
何
を
主
力

に
す
る
か
取
捨
選
択
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
釦
年
ぐ
ら
い
に
は

方
向
性
が
決
ま
っ
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

目
標
達
成
の
た
め
、
電
源
の
脱
炭

素
化
に
は
風
力
や
太
陽
光
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
が
重
要

だ
。
た
だ
、
国
内
で
発
睡
に
適
し
た

土
地
が
十
分
に
確
保
で
き
る
の
か
、

発
趣
コ
ス
ト
を
ど
こ
ま
で
抑
え
ら
れ

る
の
か
、
ど
う
や
っ
て
送
電
す
る
か

な
ど
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
多
い
。

供
給
鱈
が
一
定
で
な
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
鯛
整
電
源
も
欠
か

せ
な
い
。
Ｃ
Ｏ
霊
フ
リ
ー
の
電
源
と

し
て
原
子
力
は
不
可
欠
だ
。
「
安
全

第
三
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、
原
子
力
と
い
う
選
択
肢
を

昨
年
吃
月
の
京
都
は
、
紅
葉
が
美
し

か
っ
た
。
哩
月
で
す
よ
。
京
都
の
冬
は

底
捻
え
で
手
に
霜
焼
け
が
で
き
た
も
の

だ
が
、
今
で
は
冬
も
住
み
や
す
い
。
地

球
温
暖
化
を
実
感
す
る
。

京
都
市
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
向
け
て
人
類
初
の
国
際
ル
ー
ル

景
都
議
定
萱
が
誕
生
し
た
地
だ
。

そ
の
後
、
温
暖
仁
対
策
の
国
際
枠
組
み

「
パ
リ
協
定
」
に
引
き
継
が
れ
た
。
２

０
１
９
年
に
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
総
会
が
京
都

市
で
開
か
れ
た
。
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
、
自
治
体
の
中
で
は
先
陣
を
切
っ
て

「
帥
年
Ｃ
Ｏ
三
排
出
量
正
味
ゼ
ロ
」
を

一
宣
言
し
た
。

｜
熊
蕊
哨
蕊
濯
騨

一
度
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
如
勿
以
上
削

減
」
と
「
釦
年
に
Ｃ
Ｏ
重
排
出
ゼ
ロ
」

を
明
記
し
た
。
延
べ
床
面
積
が
３
０
０

平
方
燭
以
上
の
新
築
建
物
に
、
太
陽
光

発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
の
義
務
付
け
を
拡
大
す
る
ほ
か
、

Ｃ
Ｏ
重
排
出
量
な
ど
の
報
告
を
義
務
づ

け
た
対
象
事
業
者
を
約
１
４
０
社
か
ら

約
１
８
０
０
社
に
広
げ
る
。

地
球
温
暖
化
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大

愚
消
麹
す
る
都
市
の
課
題
だ
。
都
市
計

画
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
変
革
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
過
去
加
年
で
京
都

市
の
人
口
は
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、
観
光

客
が
急
増
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
も

温
室
効
果
ガ
ス
を
胆
・
５
％
、
エ
ネ
ル

門川大作
京都市長

かどかわ・だいさく

1950年生まれ。京都

市教育長などを経て、

2008年に初当選。現在

4期目。指定都市自然
エネルギー協謹会会長
として、国に再エネ拡
＝上り－古J-L字霊躍猷TIF洞ア

捨
て
て
し
ま
え
る
状
況

論
が
必
要
だ
。

世
界
的
な
サ
プ
ラ
〃

雰
溢
照
廻
の
構
築
も

本
に
は
再
エ
ネ
発
電
に

が
少
な
い
が
、
オ
ー
ス

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
主

有
効
活
用
で
き
る
国
謁

や
中
国
な
ど
も
温
暖
媚

的
な
目
標
を
掲
げ
、
秤

い
が
始
ま
っ
て
い
る
。

炭
素
社
会
実
現
に
不

も
、
日
本
で
大
量
の
垂

で
生
産
す
る
の
は
現
毫

海
外
で
作
っ
た
も
の

し
、
国
内
で
利
用
宮

フ
ラ
を
整
備
す
る
貞

拠
も
璽
要
だ
。

経
団
連
は
６
月
に

・
ゼ
ロ
」
と
い
う
取

土立詣1古ルー十岨た日擢か




